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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、核マトリックスの構造成分を形成する大きなタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は微小管と相互作用し、細胞分裂中の有糸分裂紡錘体の形成と組織化に関与しています。急性前骨髄球性白血病患者において、この遺伝子と17番染色体のRARA（レチノイン酸受容体α）遺伝子との染色体転座が検出されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年11月],機能：核の構造成分となる可能性があります。,細胞内局在：核ラミナが完全に崩壊する前の前期初期に、凝縮中の染色体から解離します。有糸分裂が進行するにつれて、染色体表面にラミナが大量に蓄積する前の、核再形成のごく初期に終期染色体と再結合します。,
	研究分野
	マーカー; 細胞生物学; 細胞周期; 細胞分裂; 紡錘体
	画像データ
	

	NUMA1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはNUMA1ペプチドでブロッキングされている。
	

	NUMA1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学染色。右レーンはNUMA1ペプチドでブロッキングされている。
	

	NUMA1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	NuMAポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたA549細胞のウエスタンブロット解析

